
新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされる
スキルの大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得
する／させること

 近年では、特にデジタル化と同時に生まれる新しい職業や、仕事
の進め方が大幅に変わるであろう職業に就くためのスキル習得を
指すことが増えている。

リスキリング（Re-skilling）とは。

経済産業省ホームページより



ＤＸ時代の人材投資「リスキリング」はじめの一歩セミナー





ＤＸ時代の人材投資「リスキリング」はじめの一歩セミナー



皆様方企業の持続・成⾧に向け
DX時代のリスキリングの第一歩として
• 経営課題の見える化
• 経営戦略や人材戦略の策定
• 学ぶべき内容の見える化

が重要です

自社単独では難しいなと思われる場合は
副業プロ人材の採用も一つの手法です

このセミナーで、一歩踏み出すヒントを
得ていただけると幸いです



リスキリングとは。

【出典】2021年2月26日 リクルートワークス研究所
「リスキリングとは―DX時代の人材戦略と世界の潮流―」

「新しい職業に就くために、あるいは、
今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応する
ために、必要なスキルを獲得する／させること」

※特にデジタル化と同時に生まれる新しい職業や、仕事の進め方が大幅に変わるであろう
職業につくためのスキル習得を指すことが増えている。



スキルギャップ解消

【出典】第一生命経済研究所作成資料



リスキリングによる企業の転換事例
（スキルギャップ解消）

印刷業～リスキリングで売上高の1/2が非印刷事業に。
・ペーパーレスなど事業環境の変化→社⾧「デジタル、AIをやる。」
・限られた人材による事業構造転換に向けて社員のリスキリング推進
・社⾧自らAIを学び資格取得。

（社⾧の取組）
・コンピュータグラフィックス部署立ち上げ、スタッフを専門学校に通わせる。
・業務時間の2割を自主学習に。
・関連書籍や研修などの費用は会社負担。 等々

（当時の社内）
「そんなカネがあるなら、給料増やして」という社員の声も・・・。徐々に変化。

（取組の結果）
デジタル人材シフトが進み、売上高の約１／２が非印刷事業へ。



2030年の経営ビジョン実現に向け、パーパスを起点とし、「サステナビ
リティ重要課題への取組み」と「３つの成長戦略」を相乗的に推進し、
サステナブルな社会への貢献と事業の成長を目指す。

Vision2030

ライオン流「働きがい改革」

1



Vision2030推進にあたって

事業

インフラ・プロセス

（事業基盤）

ヒト・組織・思想

３つの成長戦略 イメージ

Vision2030

ライオン流「働きがい改革」

2



経営ビジョンの実現に向け、一人ひとりが 「圧倒的主役意識」 を持ち、
多彩な能力を最大限発揮できる企業を目指します。そのために健康、働き方、
多彩な人材の活躍で新しい取組みを開始し、「まずやろう」 「互いを認め合おう」 を合言葉に
『ライオン流 働きがい改革』 を実行します。

「働きがい改革」 2019年7月に宣言

ライオン流「働きがい改革」

3
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第二部
副業プロ人材のサポートによるデジタル人材への一歩

～三和段ボール工業株式会社の事例紹介～



会 社 概 要

社名

設立

所在地

事業内容

三和段ボール工業 株式会社

昭和36年 3月 17日

各種段ボールケース及び個装箱
の企画・製造・販売
成型トレーの企画・販売
包装資材、梱包資材の企画・販
売
梱包器機・物流器機の販売

鳥取県倉吉市上井52番地

感謝をつなぐ「ありがとう」の輪
BOX，THANX，FANTASTIC



コーポレートブランディング

ヒト

 就業規則改定 （鳥取県男女共同参画推進企業認定）

 3S活動による人材育成 （気づきの醸成）

 ユニフォームリニューアル （プロジェクトチーム発足）

モノ

カネ アイデア＋情報

 貸借対照表+損益計算書による財政状況の把握
 フリーキャッシュフロー把握による投資戦略の意思決定
 「ヒト」への投資 （人材の採用・育成、外部人材の活用）

 「地域づくり」への投資（自立共生型コンパクトシティ）

 トイレ改修・事務所内音楽（職場環境整備補助金活用）

 ウォーターサーバーの導入 （工場内熱対策）

 IoT重量計の導入 検討 （IT導入補助金活用・在庫管理）

 ふるさと納税返礼品事業者とのコラボレーション
「自治体×返礼品事業者×三和段ボール工業」

 EC事業への参入検討

 『クレド』導入（企業全体の信条や行動指針）

「五つの合言葉」 「会社パンフレット」策定

会社ホームページリニューアル（SNS活
用）

 2050年までの『脱炭素社会』の実現
 2030年までの『SDGs目標』の達成

新規事業の創出!

Project S（S計劃）

三和段ボール工業株式会社
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ヒト 就業規則改定 （鳥取県男女共同参画推進企業認定）
 3S活動による人材育成 （気づきの醸成）
 ユニフォームリニューアル （プロジェクトチーム発足）















Before After

ロゴ リニューアル



業務に携わることになったきっかけは?



副業人材 （募集～採用～始動）

① サブスクリプションで、ホームページ制作・更新・運
用が可能

② 作って終わりではなく更新が容易なシステムを
③ 自分たちにとっての“あたりまえ”を魅力的に発信し

ましょう!
④ 事業者との交渉は主導します

提案内容・印象

とにかく説明がわかりやすい!

募集

詳しくはこちら ▶



現在のホームページ



コーポレートサイト構築の実績

・必要な要素、デザイン
・運用の負荷
・安心できるセキュリティ
・サイト構築の相場感



ホームページ構築業務はもちろん
三和段ボール工業の可能性を引き出すこと



コーポレートブランディング

ヒト

 3S活動から「環境整備」への発展
 ECR人材の育成 （意志ある社員の育成）

 「一人三役体制」の確立 （有給休暇取得率90％以上）

 健康経営「ブライト500」 （中国地方35社うち鳥取県０社）

モノ

カネ アイデア＋情報

 貸借対照表+損益計算書による財政状況の把握
 フリーキャッシュフロー把握による投資戦略の意思決定
 「ヒト」への投資 （人材の採用・育成、外部人材の活用）

 「地域づくり」への投資（ FAREIA鳥取、自立共生型コンパクトシティ）

 トイレ改修 （2023年春完成予定）

 デジタル印刷機の導入 （事業再構築補助金）

 SDGs関連商品開発 （段ボールの可能性を模索）

 ふるさと納税返礼品事業者とのコラボレーション
「自治体×返礼品事業者×三和段ボール工業」

 『クレド』導入（企業全体の信条や行動指針）

 会計ソフトクラウド化・勤怠管理ステム導入による効率化
 2050年までの『脱炭素社会』の実現
 2030年までの『SDGs目標』の達成

Project S（S計劃）

新規事業の創出!

三和段ボール工業株式会社



IT業界に従事する自分の知見をどう生かすか?



DX（デジタルトランスフォーメーション）とは?

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活
用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデル
を変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風
土を変革し、競争上の優位性を確立すること

出典：経済産業省「デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイドライン」
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・経営者も社員も楽になること

・お客様のためになること

・よい雰囲気になること

シンプルに考えると

データとデジタル技術の活用

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製
品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革
し、競争上の優位性を確立すること

顧客や社会のニーズを基に製品やサービス、ビジネスモデルの変革

組織、プロセス、企業文化・風土の変革

出典：経済産業省「デジタルトランスフォーメーションを推進するためのガイドライン」



Before

事例1:図面の電子化

受注 図面
取り出し

図面
持ち込み

製造作
業

図面返
却

図面格
納

 これまでも図面の電子化には取り組んでいた
 コピー機のスキャナー機能で取り込み作業
（作業時間に制約あり・保存時のデータ変換・節約等

）
# 約2年間、遅々として進まず…
 大野さんの存在・アドバイスが、経営陣の自信につなが

る
 会社方針として「お金がかかる」から「お金をかける!」へ
 社員より「スキャナー導入」の提案あり（約3万円）
# 4,000枚におよぶ図面のデジタル化が3ヶ月で完了!



After

事例1:図面の電子化

 今後、タブレットを導入し、全社員へ配布
 タブレットと生産管理システムを連携
# 1日約30分間の時間短縮・工数削減が実現（するはず）

受注 図面
取り出し

図面
持ち込み

製造作
業

図面返
却

図面格
納

社員のデジタル化への意識・気運が高まりつつある!

仕事がもっとラ
クにならない

か?

情報収集
チャレンジ 時間の捻出 新規事業

の創出評価制度



事例2:私たちのアドバイザーとして
営業会議Web関連



事例3:ホームページリニューアル



事例３:ホームページリニューアル


